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「多様性」と「わがまま」 校長　吉岡智尋 

多様性（ ダイバーシティ ）とは、 人種、年齢、性別、経験、考え方など、 様々な人達が暮らす中で、

「個人の違い」を認め合うことです。例えば、学級の話し合いの中で、クラスメイトと意見がぶつかった

時に、一方的に否定するのではなく、「そういう考え方もあるんだね。もう少し詳しく教えて。」と考え

を理解する気持ちが大切になってきます。日本の童謡詩人の金子みすゞさんの「みんな違って みんない

い」ではありませんが、みんな違うことが前提となり、お互いを認め合うことが求められます。多様性を

認め合う学校や学級は、生徒にとって自分の考えや気持ちを安心して発言・発表ができることとなり、こ

の心理的安全性の高まりは、学力の向上や運動への積極性につながっていきます。

その一方で、「多様性」 を 「自分勝手に何をしても良い」 と誤解している人もいるかもしれません。

例えば、こんな例はどうでしょう。

クラスを見渡すと、「勉強が得意な人」「運動が好きな人」「絵を描くのが上手な人」「優しい人」

　・掃除は好きではないので、教室の清掃活動をしない。

　・きつい性格なので、思ったことをそのままストレートに伝えた。

　・対象者でないが、疲れていたので混んでいるバスの優先席に座った。

　・気分がいいので授業中に大声でおしゃべりをした。　等

　なかなか、「そうだね。あなたの考えを尊重するよ。」とは言えません。

他の人を不快にさせている行為、他者に迷惑をかけている行為、ルールやマナーを守らないことは「多

様性」とは言わず、困ったことになります。

　新学期を迎え、それぞれ入学、進級をした皆さん、新しい学級はどうですか？

「おもしろい人」「もりもりご飯を食べる人」「縁の下の力持ち」「字が丁寧な人」「聞き上手な人」

「よくお世話をしてくれる人」「料理の得意な人」「気配り名人」・・・・。

実に多くの個性的で性格の違う人が集まっています。だれ一人として同じ人はいません。隣の人はどう

でしょう。どんな人ですか？ これから始まる新学期、ぜひ「ダイバーシティー」の精神で過ごしてみま

しょう。

『それぞれの個を尊重し、認め合い、良いところを活かす』そんな北陵中学校であってほしいと思いま

す。そして、一人一人が生き生きと学校生活を送ってほしいと思っています。

最後になりますが、新年度を迎えました。保護者、地域の皆様、北陵中学校を今年度もよろしくお願い

いたします。
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＜転入職員＞ よろしくお願いします

校 長 吉岡 智尋 （西陵中より）

教 諭 伊藤 舞 （朝里中より）

教 諭 藤本佑里子 （朝里中より）

教 諭 橋本 茉穂 （岩内第二中より）

教 諭 中川 由平 （新任）

教 諭 辻本 誠一 （朝里中より）

教 諭 菅野創一朗 （新任）

養護教諭 山田 紀子 （西陵中より）

時間講師 小野田 梓

司 書 小野 薫

第８回 北陵中学校入学式

４月８日に行われ、第８期生となる71名が入学しました。

新入生代表の八田明音さんは、「中学校では、どんな生活が

待っているのかと不安な気持ちもありますが、小学校にはな

い行事や部活への期待が私たちの背中を強く押してくれます。

そして、中学生になった自覚と責任を持って生活していきた

いです。三年間、精一杯頑張って、実り

のある中学校生活を送りたいと思います。

諸先生方、これから三年間、ご指導の程、

よろしくお願いいたします。」と、堂々

と誓いの言葉を述べました。
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夏服移行期間開始
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＜情報モラル教室＞ 4/25、ＮＴＴ東日本の佐藤さんと弦巻さんを講師としてお招きし、情報モラル

教室を開催しました。動画解説やクイズ形式での質問を交えながら、「正しい情報とルールでネットを

楽しむこと」「ＳＮＳ利用時は個人情報と相手への思いやり」「ルールを決めて犯罪とネット依存から身

を守ること」について、生徒にとって大変わかりやすく説明していただきました。

学園制加配活用事業により、

橋本教諭と牧教諭は、高島

小と手宮中央小の５・６年生

の授業を受け持っています。

【学園制加配活用事業】

小学校高学年における教科

担任制を導入すると ともに、

子供が切磋琢磨できる学習

環境の整備や義務教育９

年間を見通した教育課程を

編成・実施 することで、学力

向上や中１ギャップの解消を

図る。

令和６年度 北陵中学校教職員

対面式・部活動紹介

４月９日、生徒会が企画した対面式が体育館で行われました。新

入生と２・３年生が向かい合う形で着席し、まず生徒会活動の紹介

から始まりました。書記局や各専門委員長、放送局による丁寧な説

明に１年生は真剣に耳を傾けていました。続いての教職員紹介では、

先生方の面白い自己紹介に１年生の緊張も解け、会場全体が和やか

な雰囲気になりました。最後の部活動紹介では、特に先輩たちの活

き活きとしたパフォーマンス（運動部

練習の紹介）に、１年生全員が興味深

く目を向けていました。また新しくス

タートする北陵の生徒会活動と部活動。

生徒の皆さんの活躍を期待しています。


